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 第 3 章「アイデンティティの『受け取り』：貰い受けること」では、「貰い受けること」
による「私以外の個⼈」「場」「時代」のアイデンティティの受け取りについて、近年の
2 件のプロジェクトを取り上げる。第１節「『残るもの』と『残すこと』−『バラ』プロ
























                                               































                                               
 （1992）など。 
2 NHK ⼈間講座『建築に夢をみた』 ⽇本放送出版協会 2000 






























アーティストたちと交流した。特に Foundation B.a.d& their neighbors という、地域住
                                               
3  平松剛『光の教会−安藤忠雄の現場』 建築資料研究社 2000 
4  ロッテルダム市内の廃校を、地元のアーティスト達が 1987 年にスクワット（不法占拠）したのをきっかけに始ま  
 ったアーティスト・イニシアチブ。彼らは、現在では公式に建物を所有し、複数のアーティストのスタジオ、住居と 
 して利⽤している。また公開講座や、国内外からゲスト・アーティストを招請するレジデンスも⾏っている。私は 
 2008 年 6 ⽉から 10 ⽉まで滞在した。 
































                                               
5 カミーユ・フェルシュフーレン（Kamiel Verschuren、1984〜、アーティスト）：都市や景観をテーマに、他者が参 
 加するオープンなプロジェクトを国内外で展開している。 
図 3 Foundation B.a.d& their neighbors 
    「オアシズム：ハウステンボスのための提案」 2001 









































                                               
6  作品名は、ほとんどが英語タイトルで発表された作品であるため、ここでも英語表記を⽤いる。また⼀つのプロジ 
 ェクトに複数の作品がある場合は、展覧会名をプロジェクト名として⽤いる。配列は、2009 年から 2018 年までの実 
 施順に記載する（プロジェクトの詳細は、巻末に添付した記録を参照）。 
図 5 プロジェクトにおける相対関係：「こちら」と「あちら」 
 8 
1. <Encounter> 2009 年、オランダ・ベストスワグ市、象徴物「スタンドランプ」 
 
 
2. <Grensland> 2009 年、ベルギー・ワトウ市、象徴物「ドア」 
 
 
3. <Appearance> 2009 年、オーストリア・クレムス市、象徴物「休憩⼩屋」 
 
 




























5. <Epistrophe> 2009 年、オランダ・アイントホーヘン市、象徴物「記念品」 
 
 
6. <Interweave> 2010 年、ベルギー・ワラゲン市、象徴物「スクービドゥ」 
 
 
7. <Immanence> 2010 年、イタリア・ローマ市、象徴物「記録保管⽤の棚」 
 
 
8. <Belongings> 2010 年、ポーランド・グダニスク市、象徴物「鳩⼩屋・家財物」            


























9. <Slow path> 2011~2012 年、ベルギー・ヘルゼル市、象徴物「道」 
 
 
10. <On sharing you is you> 2012 年、ベルギー・ゲント市、象徴物「窓から捨てる」 
 
 
11. <There is no smoke without fire> 2013 年、⾹川県・⼩⾖島、象徴物「電照菊・たば
こ葉」          ＜「電照菊とたばこ葉」プロジェクト（第２章第 2 節）＞ 
 
12. <Where are you pitching your tent ?> 2015 年、ノルウェー・スーラ島、象徴物「鱈・  


























13. <the rose> 2016 年、アメリカ・ポートランド市、象徴物「バラ」 
                                   ＜「バラ」プロジェクト（第 3 章第 1 節）＞ 
 
 
14. <from here to there > 2017 年、⻑野県・東御市、象徴物「おとりもち」 
                             ＜「おとりもち」プロジェクト（第 3 章第 2 節）＞ 
 
 
15. <Made in China> 2018 年、中国・北京市、象徴物「服」 





















 以上のプロジェクトを、象徴物の３つの「受け取り」で分類すると、図 6 のようにな
る。分類によって、「借りる」から「シェアする」、「貰い受ける」へという、「受け取り」
の変遷があることがわかった。「借りる」は、６件中 5 件のプロジェクトが 2009 年か
ら 2010 年の間に⾏われており、初期の「受け取り」である。「シェアする」は、2010 年
から 2012 年の間に⾏われており、中期の「受け取り」である。「貰い受ける」は、2009



















































The Fifth Elements 








                                               
7  カミラ・ウェレブスカ（Kamila Wielebska、1979~、キュレーター）による企画。 




























                                               
8  ⽼⼈は伝書鳩を飼う近所の有名⼈で、近所の⼈づてで会うことができた。 
図 10 ⽼⼈の家に積まれていた家財物 
                            (筆者撮影)    





























                                               
9 鈴⽊了⼆（1944~）: 建築家、鈴⽊了⼆建築事務所主宰。 
 ⽥窪恭治（1949~）: アーティスト、主なプロジェクトにサン・ヴィゴール・ド・ミュー礼拝堂再⽣プロジェクト、 
 琴平⼭再⽣計画など。 
 安斎重男（1939~）: 写真家、1970 年から美術家の作品記録を開始。 
10 展覧会「都市と現代美術 廃墟としてのわが家」世⽥⾕美術館 1992（その他の参加アーティスト：宮本隆司、 
 川俣正、國安 孝昌、⼟屋公雄など）。 
11 「都市と現代美術 廃墟としてのわが家」展図録 世⽥⾕美術館、1992 年 P31 






















図 12 鈴⽊了⼆・⽥窪恭治・安斎重男 
  「絶対現場 1987」東京 
          （安斎重男撮影）               
図 13 「家財物」を借りるための「やり取り」               
 17 
の⼊り⼝の横幅と⾼さに沿うものになったが、これも鑑賞者が鳩⼩屋に⼊ってほしくな

























 図 14 鉄カゴ（正⾯から、筆者撮影）           図 15 鉄カゴ（右側⾯から、筆者撮影） 
図 16 「belongings」 

















このプロジェクトは、「瀬⼾内国際芸術祭 2013」への参加のため、2012 年 10 ⽉から⼩
⾖島で⾏われたプレ・プロジェクト、「三都半島アートプロジェクト」13で⽣まれた。ス









                                               
12 1986 年 12 ⽉から 1991 年 2 ⽉までの⽇本の好景気、およびそれに付随して起こった社会現象。 
13 三都半島の蒲野地区で廃校となった⼩学校をスタジオとして再活⽤し、アーティストが現地で滞在制作を⾏い、三 
 都半島内で展⽰を⾏った。2012 年秋期、2013 年春期の招聘アーティストは、「瀬⼾内国際芸術祭 2013」にも参加し 
 た。 































                                               
15 『⼩⾖島：徳島⽂理⼤学⽂学部共同研究』 徳島⽂理⼤学 1998 
図 17 たばこ葉の収獲の様⼦（⾹川県）   

































                                               
16  三都半島は、室⽣、⼆⾯、吉野、蒲野、神之浦の５地区に分かれている。 
図 20 「ビニールハウス」の⾻組み 
           （筆者撮影） 


































 図 21 乾燥⼩屋解体の様⼦（外観）       図 22 解体現場（内観） （図 21, 22 筆者撮影）                   
  図 23 「There is no smoke without fire」（柚⽊恵介撮影） 
 22 
関係ある物事になるということである。「電照菊とたばこ葉」プロジェクトでは、3 ⽉




























た。⺠宿の離れに私を含む 20 代から 30 代の 10 名近くが集まり、蒸した⼤⾖に麹と塩
を加え混ぜ、⼀晩寝かした翌⽇、樽に詰めるまでの⼯程を習った（図 25,26）。	
 図 24 鑑賞者に説明する様⼦（越後美紗⼦撮影） 

































                                               
17  その後、私は 2014 年 9 ⽉から翌年 8 ⽉末まで 1 年間、フランス・パリ市のレジデンスに滞在した。 
図 25 蒸した⼤⾖に麹と塩を加えて、⼿でかき混ぜる⼯程（越後美紗⼦撮影） 
図 26 ⼀晩寝かした後、樽に詰めていく 
           （越後美紗⼦撮影） 































                                               
18  バカラオ (Bacalao 英語) :ポルトガル語では、バカリャウ（Bacalhau ポルトガル語）とも呼ばれる。ポルトガル 
 では、鱈を使った料理をバカラオと呼ぶ場合もあるが、本論⽂では、塩漬け鱈を⼲したものを「バカラオ」と呼ぶ。 
19  私はトロントハイムのアーティスト・レジデンス Lademoen Kunstnerverksteder が提携する、スーラ島のアーテ 
 ィスト・レジデンス SULA FYR を紹介してもらった。 
図 27 バカラオを料理する友⼈（筆者撮影）         
 
































図 29 貰い受けた塩漬けの「鱈」 
             （筆者撮影） 
              
図 31 「鱈」を調理する（越後美紗⼦撮影）  図 30 現地で作った「Gammel salta sei 
































                                               
20  ウェブ・アドレス（https://sulakunst.wordpress.com/2015/04/30/masashi-echigo-jp/）。 
図 32 公開されているページ（部分） 

































図 34 「味噌汁」のレシピを説明する（越後美紗⼦撮影） 
 


































































                                               
21  2016 年 8 ⽉ 1 ⽇から 8 ⽉ 31 ⽇までアーティスト・レジデンス「End of Summer」に滞在した。 
22 ウーバー（Uber）は、アメリカのウーバー社が提供する携帯アプリケーションを⽤いた乗り合いサービスである。 





























                                               
23  ジャネット・ティベール（Jeanette Thibert）：「バラ」プロジェクトにおける「私以外の個⼈」。 
図 37 ⾞内で話すジャネットさん（筆者撮影） 
図 38 ジャネットさんが植えた「バラ」を、彼⼥が指差した 
   地点から撮影。(⽩い建物、左から３番⽬の窓の前に 


































図 39 「バラ」を掘り出す作業（Matt Jay 撮影） 図 40 スタジオに運んだ「バラ」（筆者撮影） 
図 41  「バラ」の先端の枝を切る様⼦（筆者撮影） 
 32 
「残るもの」−写真 
 ⽇本に帰国後、このプロジェクトの展⽰を⾏った（図 42）。「デモの⽴て看板」（図 36）、
























                                               
24  個展「Loop hole」(キュレーター：鷲⽥めるろ) ギャラリー無量、富⼭、2017 年 8 ⽉ 25 ⽇から 9 ⽉ 18 ⽇まで。 
図 42 ⽇本に帰国後の最初のプロジェクト展⽰  
    Yuga gallery、東京藝術⼤学（筆者撮影） 
図 43 写真を２枚に絞ったプロジェクト展⽰  
    ギャラリー無量、砺波市、富⼭ 































                                               
25  河⼝⿓夫 (1940~ ) ：アーティスト。1965 年にグループ＜位＞を結成。主な展覧会に「東京ビエンナーレ」 
 （1970）、個展に⽔⼾芸術館（1998）、名古屋市美術館（2004）、兵庫県⽴美術館（2007）での展覧会など。訪れた 
 のは、河⼝⿓夫個展「時間の位置」（川⼝市アートギャラリー 2016 年 10 ⽉ 8 ⽇〜11 ⽉ 26 ⽇）である。 
  図 45  「バラ」の花弁（筆者撮影） 































                                               
26  アンツーカー、⽯膏、古材（使⽤済みのアンツーカー）に⽔を加えたもの。 
 図 46「枝」の鋳造型（筆者撮影）     図 47 「花弁」の鋳造型（筆者撮影） 
 































                                               
27 展覧会「天空の芸術祭 2017」：⻑野県東御市北御牧地区で 2017 年 9 ⽉ 30 ⽇から 10 ⽉ 29 ⽇まで開催。 
28 真⽥賢⼀郎：「おとりもちプロジェクト」における「私以外の個⼈」。 

































図 50 真⽥さんと「椀」（筆者撮影） 
 図 51 真⽥さんと地区を回る（筆者撮影） 






























丸棒に通し、天井の梁から 95 列を吊り下げた（図 56, 57）。膳はすだれ⼿前側の間仕切
りの構造部分を覆うため、１列の真鍮棒に 8 膳を通し、それを６列取り付けた（図 58）。 
                                               
29 本論⽂で取り上げた「鳩⼩屋」や、⼩⾖島での展⽰場所だった「講堂」も、そうした展⽰空間にあたる。 
図 54 最初のアイデア図         図 55 アイデアのために必要な椀の個数を計算する 
 





























 すだれの奥の空間では、集まったちゃぶ台 16 卓を使ったワークショップを⾏ない、
インスタレーションを制作した。まずワークショップ30では、市内の住⺠にちゃぶ台を
                                               
30 「ワークショップ」は 2017 年９⽉ 10 ⽇に開催し、東御市内の住⺠ 28 名が参加した。 
 図 56 「こちらからあちらへ」（全景）     
図 57 「こちらからあちらへ」 
                   （部分、筆者撮影）   
 図 57 「こちらからあちらへ」（椀部分）     図 58 「こちらからあちらへ」（膳部分） 

































映像（図 61）を⾒たり、インスタレーションの空間全体を⾒ることができた（図 62）。 
図 60 映像構図（筆者撮影） 
































                                               
31 ⼩宮⼭譲：⼩宮⼭くるわの代表として、「くるわの蔵」に保管してきたちゃぶ台を、私に譲る総意をまとめてくれ 
 た。 
 図 62 「こちらからあちらへ」（ちゃぶ台部分、筆者撮影）     

































                                               
32 新井五⽉⼥：富⼠屋の⼥将。仕出し屋として、様々な「おとりもち」に料理を運んだ。 
 図 63 ⼩宮⼭くるわの蔵（筆者撮影） 


































 図 65 くるわの墓地を案内する⼩宮⼭⽒（筆者撮影） 



































第 4 章 “ナラティヴ”の発現：博⼠展出品作品「⽬を閉じて」 
  




























                                               
33  鷲⽥めるろ（1973~）：キュレーター、「的芸術中⼼」学術委員。元⾦沢 21 世紀美術館学芸員。 
34  夏彦国（シァ・ヨンヌオ）（1982~）：キュレーター、「的芸術中⼼」創設者。 



































































                                               
35 芜湖（ウーフー）：中華⼈⺠共和国、安徽省の東南部に位置する市。 
36 郭志霞（グゥォ・トゥイシァ）：「中国製」プロジェクトにおける「私以外の個⼈」。 
 図 70 最初に依頼に訪れた際の様⼦（的芸術中⼼提供） 
 


































 図 72 郭さんが服の修繕を⾏う様⼦（筆者撮影） 
 








































































                                               
37  展⽰では、郭さんが私の服と靴を修繕する撮影映像をモニターで流した。この映像には⾳声がない。 
38  図 77 では４着の服が掛けられているが、そのうちの「３着」が貰い受けたものである。１枚は展⽰後に返却し 
 た。モニターに流れる映像では、貰い受けた「３着」を洗っている。 
 図 75 「Made in China」（的芸術中⼼提供） 
 



































 図 77 「Made in China」（的芸術中⼼提供） 
 
































                                               
39  作品プロジェクト記録 P10 
 図 79 「息⼦の服: 1」           図 80 「息⼦の服: 2」           図 81 「息⼦の服: 3」 
                                                                        （図 79 ~ 81 筆者撮影） 
 52 
けられる「枕」カバーとしてリメイクするアイデアを思いついた。このアイデアは、2018





























  図 82 「服」を「枕」にする（筆者撮影） 
 
 図 83 芜湖から取り寄せた「傻⼦⽠⼦」 


































                                               
40 作品プロジェクト記録 P2 
 図 84 3 つの地図（左からロサンゼルス市、北京市、⾼岡市） 
 図 85 地図の道を繋げて、キャンバスに 


































 図 86 縫い合わせた 3 つの地図（左からロサンゼルス市、北京市、⾼岡市）（的芸術中⼼提供） 

































                                               


































 図 88 メッシュネットに詰めたひまわりの種（筆者撮影） 


































 図 90 ３つの「円」を重ねる（筆者撮影） 

































                                               
42 本論⽂ 5P 
 図 92 私の「語り直し」（越後美紗⼦撮影） 
 59 
博⼠展作品タイトル 
 博⼠展提出作品「⽬を閉じて」は、東京芸術⼤学⼤学美術館で 2018 年 12 ⽉ 11 ⽇か

























た（図 94）。奥⾏き約 8 メートル、幅約 15 メートルの空間は、当初、⼀⼈で使⽤する
ことを想定していなかったため43、インスタレーションの当初案（本論⽂ P54 図 87）
では、作品が⼩さくまとまって⾒えるように思われた。展⽰空間全体にインスタレーシ
                                               
43  博⼠審査展の展⽰場所と広さは、作品審査を受ける学⽣の⼈数、作品形態が変わるため、毎年⼀律ではない。私 
 の展⽰場所は、前年度に彫刻専攻の学⽣２名が共有していたため、今年も２⼈の展⽰になることを想定していたが、 
 この空間を希望する学⽣が私以外にいなかったことから、⼀⼈で使⽤することになった。 































                                               
44  北京市の展⽰では、映像に中国語と英語の字幕を加えたが、博⼠展作品の映像には字幕はない。また⾳声も２つ 
 のスピーカーのうち、⽚⽅で映像から取り出した⾳声を流したため、テレビモニターから出る⾳声はない。 
  図 94 博⼠審査展展⽰位置（当初案） 



















るのは、⼩⾖島の味噌作りである（本論⽂ P23 図 25）。次に、ノルウェーのスーラ島
での鱈の調理を習い、調理する場⾯（本論⽂ P25 図 31）に登場する。さらに味噌汁
のレシピを紹介する場⾯（本論⽂ P27 図 34）では、⿊⼦というより主役然として参
加者に向かって話をしている。博⼠展出品作品のきっかけとなった「中国製」プロジェ
クトでは、過去のプロジェクトの制作で着⽤していた服、履いていた靴に開いた「⽳」









                                               
45 本論⽂ P5 
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Ⅰ.「語り: 芜湖から北京へ」(中英訳：Anqi Jiao) 
 





I left hometown when I was 20, now I am 47, which means I live in Beijing longer than hometown. (When I left 
hometown) it was not so good. But now it is developing. Many people in my hometown went out to work. I have 
two brothers, one of them has a factory making tofu and the other makes furniture. My husband has a sister and a 
brother, his sister lives in Shenzhen and his brother works in hometown. My mother-in-law and parents still live in 
hometown. They are too old to farm so they leased their land to others. 
 






「芜湖是⼀个⼩城市  汽车！汽车是那⼉产的吧  好像  因为 对⽼家我也不太熟了，因为我这么多年出来 不是每
年都回家  因为孩⼦从⼩在北京上学的时候  我有⼗⼀年都没回过安徽   就⼀直在北京这⼉  因为孩⼦有的时候  
我想着⼩的时候吧  要看着他学习  别让他跑 ⼀跑  玩疯了什么的   那时候主要就是这个 所以都没怎么回过⽼
家」 
Wuhu is a small city…  Car! Chery Automobile is made in Wuhu, probably…. Actually I don't know too much 
about my hometown as I left there for years. There was 11 years Iʼve never been back to hometown because of my 
child. When he was young, I think it is better for him to stay in Beijing and study. That's why I did not go back to 








「也还⾏吧 我也这么多年没回过⽼家 ⽼家情况不是很了解  但⽣活现在肯定⽐原来好」 
not too bad…. Iʼve never been there for years don't know howʼs the life going in hometown. But I think it should be 





「你要坐那种普通⽕车也就⼗⼏个⼩时  最早的时候到北京来，我们刚开始来的时候  三⼗多个⼩时 因为转车 那
时候在蚌埠 天津转车，慢车，特别慢，三⼗多个⼩时   现在不⽤了   现在就是⼏个⼩时就能到  动车 就可以 」 
Now if you take ordinary train it will cost more than 10 hours. At the first time we came to Beijing it took more than 
30 hours including transfer from Bangbu and Tianjin. But now it only need few hours travel on high-speed train. 
 
「今だと普通の電⾞で 10 時間以上はかかるでしょうね。初めて私たちが北京に来た時は、蚌埠と天津からの乗り
換えを含めて 30 時間以上かかったけど、今は⾼速鉄道を使えば、ほんの数時間で着くことができるわ」 
 
「芜湖。。。我还真不太（记得）  傻⼦⽠⼦！对，傻⼦⽠⼦！这是芜湖产的  对  傻⼦⽠⼦是芜湖产的，特有名  
是吧，你有听说过是吧  听说过芜湖产的傻⼦⽠⼦」 
Wuhu……I couldn't remember….  Shazi-guazi(sunflower seeds)! Right! Sha-zi guazi which is made in Wuhu! It is 





「北京的⼈好客  我觉得北京挺好的，所以我们在北京待这么多年 我觉得北京挺好 因为我待习惯了，我现在适合
北京的⽣活 我都不愿意回⽼家了，⽣活习惯⽓候什么的也都不⼀样 习惯在北京，因为我待这么多年了」 
People in Beijing are hospitable. I think Beijing is good. Iʼve lived here for so many years and I found this is a good 
place. I am already used to it. I don't want to go back to hometown anymore as the weather and habits are different. 







特别忙，做不过来的⾐服，说⼀个礼拜给⼈取都（做）不来，那时候⽣意特别好  那时候我家还有好⼏个⼩徒弟  
这往后渐渐就不⾏了  所以我们就改⾏洗⾐服什么都⼲了  原来最早就是光做⾐服，什么都不弄，。。弄的没办
法，那时候孩⼦上学，你不能不⼲，转⾏你跑到别的地⽅，孩⼦上学⼜是个问题  我觉得⼤城市孩⼦的教育可能要
（⽐⽼家）好⼀点，所以我们就为了孩⼦ 坚持坚持   我⽼家也有好多⼈是⼲这个的，他们孩⼦⼤了回家上学或者
转学就⾛了，然后他们就搬到别的地⽅去⼲别的⾏业转⾏ 了  唯独我们就坚持下来  那时我们那地⽅⼀个村好⼏个  
有⼗多个⼈⼲这个的   可能坚持到现在的就我⼀个」 
At the beginning my tailoring business went well. Like ten or twenty years ago, this is the time of year when we got 
most customers. Cloths used to pile up so high on this table. The orders were so many that we couldn't finish. We 
also had apprentices. Gradually the tailoring business decreased, so we also did some laundry for living. But at the 
beginning we only did tailoring, nothing else. We had no other choice but working hard because the child had to go 
to school. If we changed job and left at that time it would be hard for our child to study. There is better education in 
big city I think, so for my child I decided to stay. Many people from my hometown also do this(tailoring) but they 
left, changed job and took their children back to hometown when business goes down. Only we stayed, in my village 
there were more than ten people worked outside as tailors but only me chose to stay. 
 











「⾼中的时候去了国际⾼中，因为我们没有北京户⼝  那时候没有北京户⼝ 包括现在没有北京户⼝考⼤学是考不了
的，是没有办法的，最后，虽然我家孩⼦从⼩是北京长⼤的，所以⽼家话听不懂，他回家也⽐较⿇烦，最后⽐较来
⽐较去，那  他⾃⼰，他的志向呢，就想上⼤学   上⼤学必须要读⾼中   要经过⾼考这个阶段呀   最后没办法我
们就说  你到底想怎么样，他最后 想想那就出国吧，我们就上了中加国际学校   他上学的学校是去加拿⼤的， 最
后呢，我们条件有限，然后我们孩⼦想申奖学⾦，因为美国给的奖学⾦⾼，最后他就没⾛加拿⼤，就⾃⼰申请在美
国  ⽹上申请  现在就是美国这个学校  还不错  美国给了挺⾼的奖学⾦  我们去了美国上学  就这样」 
 4 
He went to international high school, as we didn't have Beijing hukou(residence permit). At that time it is not 
possible to enter university without it. Even now it is not possible. Even though he was born and raised in Beijing. 
Going back to the high school in my hometown is also hard for him as he is not able to understand the dialect in 
hometown. But he wants to study in university anyway. Then he needs to finish high school and pass the entrance 
exam. Finally he decided to study abroad. We went to the China-Canada international school. However considering 
our limits, he applied scholarship. The university in America offered more scholarship than Canada so we went for 
















As now…we do tailoring and laundry and all. This time should be busy season in year. Summer is the off-season. 
Our business is not going so well now. But we have no certificate and also too old to work outside, arenʼt we? The 
only choice we have is to try our best to keep our own business running. We run our own business from the 









想留在北京，希望在这⼉。。。。还是希望在这⼉  因为习惯了   街坊。。。北京这街坊都特别好    
I want to stay here in Beijing. Wish to be here…...anyway I wish I can stay here because I am already used to it. Our 





这个真说不好，有时候  ⼗来个肯定有   ⼗多个肯定能有    




因为现在⼈都 好多都⾛了 现在中国不是…  北京要疏散⼈⼝吗？疏散⼈⼝  等于好多⼈都⾛了  ⼀⾛了，好多我
的⽼顾客搬⾛了 回⽼家了或者上别的城市了  就⽣意减少了   
Because many people are leaving now, as nowadays China…. you know, Beijing is trying to reduce population, 
which means many people have to leave. Many of my customers also left, they went back to hometown or went to 




















Ms Guo could you talk about your son?  
  （イ）「郭さん、息⼦さんについて話してくれますか？」 
 
（イ）「⼤概是什么样的⼈，什么样的性格吗？」 
Whatʼs he like?  
  （イ）「彼はどんな⼈ですか？」 
 
郭さん（以下、郭）「我们家⼉⼦挺开朗的」 
Our son is very outgoing    
























What kind of competition? 
（イ）「どんな⼤会だったんですか？」 
 
（郭）「他代表联合国模拟⼤会  代表那个…叫什么…卡达拉斯加啊，就是，那个代表团」 








And also, he used to participate in math competition. 
（郭）「息⼦は数学の⼤会にも参加したことがあった」 
 
（郭）「他还是北京市， 那时候  上⼩学…初中的时候，」 
When he was in primary…no…middle school in Beijing 
（郭）「彼が⼩学校、、、いえ、、、あれは北京市の中学校の頃、」 
 
（郭）「就是北京市⼩学那个 记者  新华社⼩记者，」 
He was also a little journalist of the Xinhua News Agency.  
（郭）「新華社の中学⽣記者にもなったわ」 
 
（郭）「我们家孩⼦  就是学习⽅⾯还…(⾏)」 











































Yes, his graduation ceremony  
（郭）「ああ！彼の⼤学の卒業式ね」 
 
（郭）「我是 16 年，6 ⽉份的时候，」 
In June of 2016, Pennsylvania university.   
（郭）「2016 年の 6 ⽉、ペンシルベニア⼤学」 
 
（郭）「他在宾⼣法尼亚⼤学上学， 」 










































Yes, he does. 
（郭）「ええ、とっても」 
 
（郭）「因为他的⼤学同学 朋友都在美国 所以他就愿意在那⼉了」 
























































The last time you went to America is there anything different between America and here? 
（イ）「最後に聞きたいのですが、郭さんが⾒たアメリカは、こちらと何か違うところはありましたか？」 
 
（郭）「不⼀样…那⼈少  美国⼈少」 




Any other difference?  
（イ）「その他に何かありますか？」 
 
（郭）「美国⼈少….⼈⽐较客⽓，⽐较热情  我觉得这样还挺好」 
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図 1 「安藤忠雄展：挑戦」図録 安藤忠雄展実⾏委員会 2017 P29 
図 2 「安藤忠雄建築展：新たなる地平に向けて」図録 安藤忠雄展実⾏委員会 
1992 
          P107 
図３ 「わたしの家はあなたの家、あなたの家はわたしの家」  
     財団法⼈オペラシティ⽂化財団 2001  P14, 15（図版参照） 
          (注：図 3 は、Web から引⽤：https://www.operacity.jp/ag/exh22.php) 
 
第２章 
図 12 「⽥窪恭治展 ⾵景芸術」図録 東京都現代美術館 2011 P54 
図 17 『讃岐⽶葉』 ⾹川県煙草耕作組合 1937 ページ不明 
 
第３章 
図 53 「河⼝⿓夫 : 時間の位置」図録 川⼝市⽴アートギャラリー 2016 P35 







































































































































































































     （Marten van Loosbroek 撮影） 
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（Koen de Waal 撮影） 
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